


































































































● 医长→ (医院里的 )科主任。
『日本国語大辞典』では「医長」を「病院などで、各科の主任の医師」とし、有島武郎の
『或る女』(1911-1913)を初出とする。
 (13) 从先有个医长 (现已故去 )，作了一阵子好买卖。每逢到院试诊，总得拜他为老师 (拜老师自
然得有贽敬了 )，必然给你出好考语，否则不行。(かつてずいぶん長い間うまい商売をして
いた医長〔既に亡くなっている〕がいる。毎回病院に来て診察してもらう時、必ず彼に弟
















































 (21) 近来一兴麻雀牌，比摊、宝、牌九又省事啦，只要俩人一生点儿 (就是用暗号叫张儿 )，拿过
来就得。（近頃麻雀がはやっているが、攤牌や圧宝、牌九 8）よりも簡単で、二人がぐるに














































































































 (44) 如今演说这段文字狱，亦是前清私家记载，并非鄙人信口开阖 {河 }。（これからお話しする
文字獄は、前清の私家の記載であり、私の出まかせではありません。）《文字狱》
 (45) 临完对着母亲说了句潦亮话：“妈，就不用演说啦。不让我嫁范郎，那一时门儿外头锣皷儿一































































































 (59) 这宗微生物 ,不吃别的 ,专吃慈善公益 ,表面大慈大悲 ,内容不实不尽。（このような微生物は、
他でもなくもっぱら慈善公益を食いものにしており、うわべは情け深いが、本性は誠実で
はない。）《益世余谭 ·一个马杓坏一锅》1920年
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 (66) 我瞧这位教师爷，并没有什么出奇的手术，八成儿专门内科（不对，专门吹法螺）。（私の見
るところ、この武術師範は全くなんの珍しい技も持っておらず、おおかた内科専門だろう〔い

















● 组织：形成 /变成（形成する・変化する）。   
 (71) 天然近视眼没法子 ,甚至于不是近视眼 ,特意戴副浅近视镜 ,慢慢的组织近视。（生まれつきの
近視は方法がないが、近視とまでいかないのに、わざに弱い度の眼鏡をかけていると、だ
んだんに近視になる。）《益世余谭 ·老大病夫》1919年


















































5) 《演说 · 海外华商说的话》《京话日报》第 694 号，1906 年。
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6) 浮沈迟数 : 浮脈（浅い脈）、沈脈（深い脈）、遅脈（遅い脈）、数脈（速い脈）。




























































梅蒐　,   《余谈·无愧热心君子》，《北京益世报》1921.1.25
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